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平成１９年度環境ホルモン調査結果について 

 

 

平 成 ２ ０ 年 ２ 月 １ ９ 日 
島根県環境生活部環境政策課 

 

 

島根県では、平成１４年度から、魚類に対する内分泌攪乱作用が確認されて

いる化学物質（いわゆる環境ホルモン）である、「ノニルフェノール」と「４‐

t‐オクチルフェノール」について、県内の水環境中の濃度実態調査を実施して

います。 

平成１９年度は下記のとおり１５地点で調査を行いましたが、２物質とも、

予測無影響濃度を超える地点はありませんでした。 

 

 

１．調査内容 

(1) 調査物質  ノニルフェノール、４‐t‐オクチルフェノール 

(2) 調査地点  河川９地点、湖沼３地点、海域３地点 

(3) 調査媒体  水質 

(4) 試料採取  平成 19年 12月 3日～平成 19年 12月 18日 
(5) 調査方法  「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル（平成 10        

年 10月 環境庁）」 

 

 

２．調査結果 
下表のとおり、ノニルフェノール、４‐t‐オクチルフェノールとも、すべ

ての地点で不検出（検出限界値未満）でした。 
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表 平成１9年度内分泌攪乱化学物質濃度実態調査結果 

 

測定結果  
採水地点 採水年月日 

ノニルフェノール 4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 

① 美保湾（Ｍ－１） H19.12.6 不検出 不検出 
② 浜田川河口海域（Ｈ－３） H19.12.12 不検出 不検出 

③ 江の川河口海域（Ｇ－３） H19.12. 11 不検出 不検出 

④ 神戸川（野土橋） H19.12. 18 不検出 不検出 

⑤ 平田船川（西谷水門） H19.12.18 不検出 不検出 
⑥ 湯谷川（旅伏駅水門） H19.12.18 不検出 不検出 
⑦ 斐伊川（里熊大橋） H19.12.18 不検出 不検出 

⑧ 静間川（川合橋） H19.12.12 不検出 不検出 

⑨ 江の川（川本大橋） H19.12.12 不検出 不検出 
⑩ 浜田川（三宮橋） H19.12.12 不検出 不検出 

⑪ 高津川（旭橋） H19.12.5 不検出 不検出 

⑫ 益田川（雪舟橋） H19.12.5 不検出 不検出 

⑬ 中海（Ｎ－２） H19.12.3 不検出 不検出 
⑭ 中海（Ｎ－５） H19.12.3 不検出 不検出 

⑮ 宍道湖（Ｓ－４） H19.12.3 不検出 不検出 

 予測無影響濃度(μg／Ｌ) 0.608 0.992 

 検出限界値(μg／Ｌ) 0.3 0.03 

※ 予測無影響濃度：有害性評価のための動物実験において、メダカの性分

化に影響を与えなかった最大濃度を「最大無作用濃度」

とし、この濃度に安全係数 (1/10) を乗じることによっ

て求めた値で、魚類を中心とする生態系に影響を及ぼ

す可能性がないと予測される濃度。 
 

  ※ 測定地点は別図のとおり。 
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⑪旭橋

②Ｈ－３

⑥旅伏駅水門 ⑮Ｓ－４

⑭Ｎ－５

④野土橋

⑧川合橋

⑦里熊大橋

⑤西谷水門

③Ｇ－３

①Ｍ－１

⑬Ｎ－２

⑨川本大橋

⑩三宮橋

⑫雪舟橋




